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■ 

精
神
分
析
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、

精
神
分
析
医
で
心
理
学
者
の
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・

フ
ロ
イ
ト
。
ナ
チ
ス
の
迫
害
に
よ
り
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
亡
命
し
て
き
た
フ
ロ
イ
ト
が
最
後
に

暮
ら
し
た
家
が
、
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
住
宅
街

に
あ
る
。
今
号
で
は
、
フ
ロ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
今
年
開
館
40
周
年
を
迎
え
る

同
宅
を
征
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
は
１
８
５
６

年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
地
方

の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
（
現
・
チ
ェ
コ
共
和
国
）

で
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
毛
織
物
商
人
の
息
子
と
し

て
産
声
を
上
げ
た
。
彼
が
３
歳
の
と
き
に
、

一
家
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
転
居
し
て
い
る
。
フ
ロ

イ
ト
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
物
理
の
ほ
か
、
医

学
部
の
生
理
学
研
究
所
で
両
生
類
・
無
顎
類

の
脊
髄
神
経
細
胞
の
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の

熱
意
は
脳
科
学
へ
の
関
心
へ
と
発
展
。
や
が

て
医
師
と
し
て
の
訓
練
を
積
み
な
が
ら
、「
談

話
療
法
」
に
よ
る
「
精
神
分
析
学
」
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
も
、

ウ
ィ
ー
ン
で
精
神
分
析
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
フ
ロ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
１
９

３
２
年
に
入
る
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
推
し
進

め
る
ナ
チ
ス
に
よ
る
迫
害
が
激
し
く
な
り
、

親
族
や
友
人
た
ち
は
次
々
と
国
外
に
亡
命
し

て
い
っ
た
。
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
も
禁
書
と
な

る
な
ど
、
命
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活

を
送
る
よ
う
に
な
る
が
、
心
臓
病
と
顎
が
ん

を
患
い
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
フ
ロ
イ
ト
は
、

人
生
の
大
半
を
過
ご
し
た
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ

る
こ
と
を
拒
み
、
出
国
を
勧
め
る
家
族
の
説

得
に
な
か
な
か
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
１
９
３
８
年
３
月
、
つ
い
に
フ

ロ
イ
ト
宅
に
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
（
秘
密
国
家
警
察
）

フロイト・ミュージアムを征く
 精神分析の創始者の「終の棲家」

ジークムント・
フロイト。
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が
２
度
に
わ
た
っ
て
侵
入
し
、
末
娘
の
ア
ン

ナ
が
拉
致
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
夜
の
う
ち

に
釈
放
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
が
き
っ
か
け

で
フ
ロ
イ
ト
は
亡
命
を
決
断
。
パ
リ
を
経
由

し
て
、
同
６
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
。

　

地
下
鉄
フ
ィ
ン
チ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
駅
か
ら

徒
歩
７
分
。
坂
道
を
の
ぼ
っ
た
住
宅
街
の
中

に
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
亡
命
し
て
き
た
フ
ロ
イ

ト
が
暮
ら
し
た
家
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
。
現
在
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
同
宅
は
、
翌
１
９
３
９
年
９

月
23
日
に
フ
ロ
イ
ト
が
息
を
引
き
取
っ
た
場

所
で
も
あ
る
。
彼
が
こ
こ
で
暮
ら
し
た
の
は

わ
ず
か
１
年
間
の
こ
と
で
、
す
で
に
階
段
を

の
ぼ
る
体
力
が
な
か
っ
た
フ
ロ
イ
ト
は
、
庭

と
１
階
で
ほ
ぼ
過
ご
し
て
い
た
。

　

意
外
な
こ
と
に
、
亡
命
に
際
し
て
ナ
チ
ス

は
一
家
の
家
財
道
具
の
持
ち
出
し
を
許
可
し

た
た
め
、
ウ
ィ
ー
ン
の
自
宅
に
あ
っ
た
家
具

や
書
籍
、
古
美
術
の
収
集
品
な
ど
は
す
べ
て

同
宅
に
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
自
身
の
思
想

や
著
作
に
織
り
交
ぜ
て
き
た
古
代
文
化
へ
の

興
味
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
常
に
多
く
の
古

美
術
品
に
囲
ま
れ
て
仕
事
し
て
い
た
こ
と
が

感
じ
ら
れ
る
書
斎
は
、
一
番
の
見
ど
こ
ろ
だ

ろ
う
。
父
親
が
死
去
し
た
後
、
古
代
遺
物
の

収
集
に
よ
り
一
層
の
情
熱
を
注
い
だ
フ
ロ
イ

ト
が
集
め
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
な
ど
の
数
々
の
遺
物
が
至
る
所
に
飾

ら
れ
て
い
る
。

　

フ
ロ
イ
ト
は
６
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た

が
、
精
神
分
析
医
と
し
て
の
血
を
色
濃
く
受

け
継
い
だ
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
ゲ
シ
ュ
タ
ポ

に
拉
致
さ
れ
た
末
娘
の
ア
ン
ナ
だ
っ
た
。
ア

ン
ナ
は
児
童
精
神
分
析
医
と
し
て
名
を
馳

せ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
空
襲
で
家

を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ハ
ム
ス

テ
ッ
ド
と
エ
セ
ッ
ク
ス
に
「
戦
時
託
児
所

（W
ar N
urseries

）」
も
設
立
し
て
い
る
。
フ

ロ
イ
ト
の
死
後
も
、
ア
ン
ナ
は
父
の
書
斎
を

彼
が
存
命
中
の
と
き
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存

し
、
亡
く
な
る
ま
で
こ
の
家
で
暮
ら
し
て
い

る
。
そ
し
て
父
の
生
涯
と
業
績
を
伝
え
る
博

物
館
に
す
る
よ
う
遺
言
を
残
し
、
１
９
８
５

年
に
世
を
去
っ
た
。

　

同
宅
一
帯
は
、
ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃
れ
て

き
た
多
く
の
豊
か
な
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
の
移
住
地

だ
。
そ
う
し
た
歴
史
な
ど
も
振
り
返
り
な
が

ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
て
み
て
は
？

Freud Museum London
フロイト・ミュージアム

20 Maresfield Gardens, 
London NW3 5SX
www.freud.org.uk

【開館日】 	 水～日曜：10：30 ～ 17：00
【入場料】	 ￡14.90
【最寄り駅】	 フィンチリー・ロード駅

※ 2026 年４月７日現在

フロイトがカウンセリングを行っていた書斎。患者を右端のカウチ（寝椅子）に横たわらせ、フロイト自身はそのそばにある緑の座
面の椅子に腰かけて談話療法（Talking Cure）を行った。中央奥の机の上には、フロイトの眼鏡が置かれている。

ミュージアムのすぐ近く（フィッツジョンズ・アヴェニューと
ベルサイズ・レーンの交差点）に建つ、フロイトの記念像。

フロイトの最も有名な患者で、重度の強迫神経症と恐怖症に悩
まされた、通称「ウルフマン（狼男）」の幼少期の夢の症例を描
いた絵画。

Freud Museum LondonFreud Museum London
フロイト・ミュージアムフロイト・ミュージアム

Finchley Rd

M
aresfield G

ardens

Fitzjohn’s Ave
College Cres

Bels
ize

 LnFinchley Road フロイト像フロイト像
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▲ 36 億円で落札された裸婦像
「Benefits Supervisor Sleeping」

1995 年、個人蔵
2008 年にクリスティーズ（NY）の
オークションで、当時存命中の画家
の作品としては史上最高価格で落札
された、ルシアン・フロイドによる
巨漢の裸婦像。

▲  キャリア前半期の代表作
「Girl with a Kitten（子猫を持つ少女）」

1947 年、テート・ブリテン蔵
ルシアン・フロイドの最初の妻、キ
ティ・ガーマンの肖像画。ルシアンの
度重なる浮気などにより、４年で結婚
生活を終えた。

　20 世紀の英国を代表する画家、ルシアン・フ
ロイド（Lucian Freud ／フロイドは英発音）は、
精神分析医で心理学者ジークムント・フロイトの
孫にあたる。フロイトは６人の子どもと８人の孫
に恵まれたが、建築家になった息子アーネスト（第
４子）を父親に持つのがルシアンである。
　ルシアンは 1922 年、ドイツ・ベルリンで誕生。
ナチズムの台頭から逃れるため、なかなかウィー
ンを離れなかった祖父フロイトよりも５年早い
1933 年、10 歳のときに一家で英国へ移住。ロン
ドンのセント・ジョンズ・ウッドで暮らし始めた。
　デッサンの才能に優れていたルシアンは、やがて画家として生計を立てるよう
になったが、内向的で神経質でもあった彼の作品は、家族や恋人、友人など身近

な人物を描いた肖像画が中心で、抑えた色彩、不安
が掻き立てられるような静謐さと不快なまでのリア
リズムを特徴としている。モデルを見てじっくり
デッサンを行い、対話しながらモデルの性質につい
て心理的な洞察を繰り返した上で制作していたた
め、モデルとの信頼関係は必要不可欠。長いときに
は１年以上ほぼ毎晩ポーズをとらせたといい、祖父
の血筋を感じさせる。
　私生活では男女問わず多くの恋愛を経験し、２回
結婚。最初の妻との間に２人の子ども、愛人との間
に 12 人の子どもを授かった。2011 年に病死した後、
ハイゲート・セメタリーに埋葬されている（写真左）。

ジークムント・フロイトの孫

ルシアン・フロイド

ナショナル・ポートレート・ギャラリーで開 催 中
Lucian Freud: Drawing into Painting
 ５月４日（月）まで      チケット：£23 ～
www.npg.org.uk ※上掲載の作品は展示されていません。
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